
本市のスポーツ振興について 

 

１  スポーツ振興施策の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  スポーツ推進の意義 

  スポーツを推進することで、子どもの心身の健全育成や体力の向上、生活習慣病予防による医療・介

護費の削減の効果のほか、障害の有無等に関わらず、すべての人々が分け隔てなくスポーツに親しむこ

とで、誰もが互いに尊重し支え合う共生社会の実現が期待されます。また、多世代交流や地域間交流を

促進し、地域の一体感を醸成することで、地域コミュニティの活性化や市民活力の創出、地域経済の活

性化等の効果も期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  地域コミュニティの活性化・市民活力の創出の主な取組例 

総合型地域スポーツクラブの育成・活動支援及び連携・協働の推進（取組４） 

誰もが身近な地域で気軽にスポーツに親しむことができるよう「多種目」、「多世代」、「多志

向」の事業展開を行う総合型地域スポーツクラブと地域との連携強化に向けて支援を行いま

す。 

 

スポーツ推進委員や、地域スポーツ団体、地域スポーツ・レクリエーション団体、企業との

連携・協働の推進（取組 18） 

スポーツ推進委員や区体育協会、さわやかスポーツ推進委員などの地域スポーツ団体等の地

域活動の支援を行います。 

 

身近なスポーツを行う場や機会の確保（取組 19） 

身近なスポーツの場について積極的な情報提供や、既存の施設や未利用地等の有効活用を行

うとともに、学校施設の夜間照明設置の検討を行い、健康づくりや身近なスポーツを行う場や

機会を確保します。 

 

障害者と健常者がともに楽しめるインクルーシブスポーツの推進（取組 28） 

障害者と健常者が共に楽しむことができるイベントや大会の開催や、その支援を行うととも

に、横浜ラポール、障害者団体、競技団体、地域団体が連携しながら、各区のスポーツセンタ

ー等、地域で障害者・健常者がともに楽しめるインクルーシブスポーツを推進します。 

 

４  地域経済活性化の主な取組例 

プロスポーツチームとの連携・協働の推進（取組６） 

地元プロスポーツチームと連携し、スポーツ教室など市民が直接チームに触れる機会を提供

します。また、チームの活動や試合日程等の広報活動を充実し、市民のスポーツへの関心を高

めます。 

 

横浜文化体育館〈メインアリーナ施設・サブアリーナ施設（横浜武道館）〉の再整備（取組 20） 

関内駅周辺地区のまちづくりのリーディングプロジェクトとして、横浜文化体育館の再整備

を進めます。再整備後の施設はメインアリーナ施設とサブアリーナ施設の２つの施設とし、サ

ブアリーナ施設を「横浜武道館」とします。 

再整備と並行して、横浜スタジアムや市庁舎跡地の活用の取組と連携し、スポーツを生かし

たまちづくりによるスポーツ振興の取組を進めます。 

 

 

平 成 3 0 年 ８ 月 2 8 日 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会 
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１ 「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大 

２ スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現 

３ 国際競技力の向上 

４ クリーンでフェアなスポーツの推進 

スポーツ基本法 

第２期スポーツ基本計画 

横浜市スポーツ推進計画 
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関内・関外地区のまちづくりの方向性について 

１ 横浜市都心臨海部再生マスタープランの概要（都心臨海部強化に向けた考え方、平成 27 年 2 月策定） 

（１）都心臨海部における各地区の機能配置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）都心臨海部の将来像  

2050 年に向けた社会状況の変化へ対応し、人々に選ばれる都心となるため、都心臨海部の目指すべき将来

像を以下のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 関内・関外地区のまちづくりの方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「国際的な産学連携」「観光・集客」の新たな拠点ができる街 

現市庁舎街区等に「国際的な産学連携」「観光・集客」のテーマに基づく新たな拠点を設け、臨海部の

新たな賑わいを引き込み関内・関外地区の活性化を推進する。 

 

（２）スポーツ・健康を通じた新たな価値が生まれる街 

横浜文化体育館・横浜スタジアムといった大規模スポーツ施設を核として、スポーツ産業や健康産業

等による関内・関外地区の活性化を推進する。 

 

（３）文化芸術活動や起業活動が生まれる街 

アーティスト・クリエイターや起業家などの多様なプレイヤーが交流し、新たなビジネスを創出する

ためのシェアオフィス等の設置、老朽化ビルのリノベーション支援などにより創造的な活動がおこる環

境の構築を推進する。 

 

（４）風格のある景観を有し、環境にも配慮された街 

   歴史・文化を活かした風格ある景観を有し、緑化やエネルギーなど先導的な環境配慮により選ばれる

街づくりを推進する。 

平成 30年 8月 28日 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会

都市整備局 

【東神奈川臨海部周辺地区】 

【横浜駅周辺地区】 

【みなとみらい２１地区】 

【関内・関外地区】 

【山下ふ頭周辺地区】 




